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翀

新
発
見
の
「
長
恨
歌
伝
」
に
つ
い
て

本
稿
は
、
明
末
清
初
の
文
人
呉
景
旭
が
撰
し
た
『
歴
代
詩
話
』
に
見
え
る
「
長
恨
歌
伝
」
記
事
を
手
掛
か
り
と
し
、
ま
ず
、
明
清
時

代
以
前
に
、
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
と
全
く
異
な
る
、
も
う
一
篇
の
「
長
恨
歌
伝
」（
以
下
、
新
伝
と
略
称
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
、
ま
た
、
現
存
す
る
百
二
十
巻
本
『
説
郛
』
所
収
の
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
の
末
尾
に
、
そ
の
全
文
が
附
記
と
し
て
抄
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
新
伝
の
成
立
時
期
に
関
し
て
も
、
些
か
考
察
を
加
え
る
。

一

「
長
恨
歌
伝
」
と
言
え
ば
、
恐
ら
く
殆
ど
の
学
者
は
、
通
行
本
で
あ
る
白
居
易
詩
文
集
に
収
録
さ
れ
る
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
し
か
思
い

出
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
陳
鴻
伝
が
、
長
ら
く
白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
序
文
と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る（
１
）。

さ
て
、
周
知
の
如
く
、
現
存
す
る
陳
鴻
伝
は
、︹
Ａ
︺『
白
氏
文
集
』
所
収
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」、︹
Ｂ
︺『
文
苑
英
華
』
巻
七
九
四
所
収

「
長
恨
歌
伝
」
附
「
麗
情
集
及
京
本
大
曲
本
」
所
収
「
長
恨
歌
伝
」、︹
Ｃ
︺『
大
平
広
記
』
巻
四
八
六
所
収
「
長
恨
伝
」、
以
上
三
系
統
の

テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
系
統
の
テ
キ
ス
ト
は
、
具
体
的
な
表
現
こ
そ
多
く
の
異
同
が
存
在
す
る
も
の
の
、
物

語
の
梗
概
自
体
に
大
き
な
差
異
は
存
在
し
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
般
に
そ
の
内
の
二
本
は
、
他
の
一
本
に
基
づ
い
て
生
じ
た
異
本

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
２
）。
そ
れ
ゆ
え
、
従
来
の
長
恨
歌
研
究
に
お
い
て
は
、『
白
氏
文
集
』
所
収
本
『
長
恨
歌
伝
』
と
白
居
易
「
長

恨
歌
」
と
の
間
に
如
何
な
る
関
連
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
、
研
究
の
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
て
き
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
明
清
時
代
以
前
に
、
実
は
上
記
の
三
本
の
「
長
恨
歌
伝
」
と
全
く
異
な
る
、
も

う
一
篇
の
「
伝
」
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
伝
は
、
筆
者
が
明
末
清
初
の
『
歴
代
詩
話
』
に
見
え
る
「
長
恨
歌
」
記
事
を
整
理
す
る
な

か
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
新
伝
の
発
見
に
よ
っ
て
、
明
清
以
前
の
文
人
た
ち
は
、
必
ず
し
も
陳
鴻
伝
と
白
歌
と
を
セ
ッ
ト

で
読
ん
で
い
た
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
新
事
実
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
ち
な
み
に
、『
歴
代
詩
話
』
巻
五
十
八
「
玉
奴
」
に
記
さ
れ
た
該

当
箇
所
の
記
事
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（
３
）。

東
坡
詩
、「
玉
奴
絃
索
花
奴
手
」。
呉
旦
生
曰
、
玉
奴
謂
楊
貴
妃
、
花
奴
謂
汝
陽
王
璡
也
。
按
、『
南
史
』、「
東
昬
侯
妃
潘
玉
奴
」。

又
「
長
恨
歌
傳
」、「
楊
太
真
生
而
有
玉
環
在
其
左
臂
。
環
上
有
墳
起
太
真
二
小
字
、
故
小
名
玉
環
。」『
西
粤
志
』
云
、「
玉
環
、
容

州
人
、
長
史
楊
玄
琰
以
千
金
得
之
楊
康
家
。」
則
坡
詩
似
誤
。
然
觀
鄭
嵎
「
津
陽
門
詩
」「
玉
奴
琵
琶
龍
香
撥
」
注
云
、「
玉
奴
乃
太

真
小
字
也
」。『
復
齋
漫
錄
』
云
、「
東
坡
梅
花
詩
、『
月
地
雲
階
慢
一
樽
、
玉
奴
終
不
負
東
昬
』。『
南
史
』、「
東
昬
妃
潘
玉
兒
有
國

色
。」
牛
僧
孺
「
周
秦
行
記
」、「
潘
妃
辭
曰
、
東
昬
以
玉
兒
身
死
國
除
、
不
忍
負
他
。
注
云
、
玉
兒
、
妃
小
字
也
。」」
坡
以
兒
為

奴
、
誤
也
。
據
此
則
玉
奴
之
誤
。
余
竊
謂
、「
在
潘
不
在
楊
矣
。」（
東
坡
詩
に
、「
玉
奴
は
絃
索
花
奴
は
手
」
と
。
呉
旦
生
曰
く
、

玉
奴
は
楊
貴
妃
を
謂
ひ
、
花
奴
は
汝
陽
王
璡
を
謂
ふ
と
。
按
ず
る
に
、『
南
史
』
に
「
東
昏
侯
妃
潘
玉
奴
」
と
。
又
「
長
恨
歌
伝
」

に
、「
楊
太
真
　
生
れ
な
が
ら
に
玉
環
有
り
て
其
の
左
臂
に
在
り
。
環
上
に
墳
起
し
て
太
真
の
二
小
字
有
り
、
故
に
玉
環
を
小
名
と

す
」
と
。『
西
粤
志
』
に
云
ふ
、「
玉
環
、
容
州
の
人
、
長
史
楊
玄
琰
　
千
金
を
以
て
之
を
楊
康
の
家
に
得
」
と
。
則
ち
坡
詩
は
誤

る
に
似
た
り
。
然
る
に
鄭
嵎
「
津
陽
門
詩
」「
玉
奴
の
琵
琶
　
竜
香
の
撥
」
の
注
を
観
る
に
云
ふ
、「
玉
奴
乃
ち
太
真
の
小
字
な
り
」

と
。『
復
斎
漫
録
』
に
云
ふ
、「
東
坡
の
梅
花
詩
に
、『
月
地
雲
階
一
樽
を
慢
し
、
玉
奴
終
に
東
昏
に
負
か
ず
』」
と
。『
南
史
』
に
、

「
東
昏
妃
潘
玉
児
国
色
有
り
」
と
。
牛
僧
孺
「
周
秦
行
記
」
に
、「
潘
妃
辞
し
て
曰
く
、『
東
昏
は
玉
児
を
以
て
身
は
死
に
国
は
除
か

る
れ
ば
、
他
に
負
む
く
に
忍
び
ず
』
と
。
注
し
て
云
ふ
、『
玉
児
は
、
妃
の
小
字
な
り
』」
と
。
坡 

児
を
以
て
奴
と
為
す
は
、
誤
れ

る
な
り
。
此
に
拠
れ
ば
則
ち
玉
奴
の
誤
り
な
り
。
余
窃
か
に
謂
ふ
、「
潘
に
在
り
て
楊
に
在
ら
ざ
る
な
り
」
と
。）

呉
景
旭
の
『
歴
代
詩
話
』
は
、
数
多
く
の
明
清
詩
話
の
中
に
お
い
て
、
決
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
理
由
と
し
て
は
、

以
下
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
著
者
で
あ
る
呉
景
旭
は
、
明
が
滅
亡
の
後
に
、
長
ら
く
帰
安
（
今
浙
江
省
呉
興
県
）
に

身
を
潜
め
、
終
身
に
亘
っ
て
清
に
仕
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、『
歴
代
詩
話
』
の
学
術
価
値
こ
そ
、
早
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く
に
清
代
の
館
臣
に
認
め
ら
れ
て
「
四
庫
全
書
」
に
収
録
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
巻
帙
が
浩
蕩
の
た
め
、
つ
い
に
清
代
に
お
い
て
上
梓

さ
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
民
国
蔵
書
第
一
人
」
と
美
称
さ
れ
た
嘉
業
堂
主
人
の
劉
承
幹
（
一
八
八
一
～
一
九
六
三
）
は
、

の
ち
に
こ
の
『
歴
代
詩
話
』
を
刊
刻
す
る
際
に
跋
文
を
附
し
て
、
そ
の
史
料
的
な
価
値
を
次
の
よ
う
に
高
く
評
価
し
て
い
る（
４
）。

歴
代
詩
話
八
十
卷
、
呉
景
旭
旦
生
撰
。
旦
生
一
號
仁
山
、
歸
安
人
、
明
諸
生
、
耆
德
篤
學
。
由
前
邱
移
城
内
之
蓮
花
荘
、
築
堂
名

南
山
。
卽
趙
子
昂
故
宅
。
旦
生
於
此
、
嘯
詠
終
日
、
有
南
山
自
訂
詩
。
此
書
分
爲
十
集
、
以
十
干
爲
目
。
甲
集
六
巻
、
皆
論
三
百

篇
。
乙
集
六
巻
、
皆
論
楚
詞
。
丙
集
九
巻
、
皆
論
賦
。
丁
集
六
巻
、
皆
論
古
樂
府
。
戊
集
六
巻
、
皆
論
漢
魏
六
朝
詩
。
已
集
十
二

巻
、
前
九
巻
論
杜
詩
、
後
三
巻
爲
杜
陵
譜
系
。
庚
集
九
巻
、
皆
論
唐
詩
。
辛
集
七
巻
、
皆
論
宋
詩
。
壬
集
十
巻
、
前
三
巻
論
金
詩
、

後
七
巻
論
元
詩
。
癸
集
九
巻
、
皆
論
明
詩
。
其
體
例
仿
陳
耀
文
學
林
就
正
、
毎
條
各
立
標
題
、
先
引
舊
説
於
前
、
後
雜
采
諸
書
以

相
考
證
。
或
辨
其
是
、
或
參
其
異
同
。
或
引
伸
其
未
竟
、
或
補
綴
其
所
遺
。
皆
下
一
格
書
之
。
舊
説
所
無
、
而
景
旭
自
立
論
者
、

則
維
列
本
詩
於
前
、
而
以
己
意
發
揮
之
。
雖
皆
采
自
詩
話
説
部
、
不
盡
根
柢
於
原
書
。
而
取
材
繁
富
、
能
以
衆
説
互
相
鉤
質
、
以

參
考
其
得
失
。
已
開
乾
嘉
諸
儒
之
風
氣
。
名
爲
詩
話
、
意
不
専
於
主
説
詩
、
提
要
以
漁
隱
叢
話
儗
之
、
覺
其
氣
象
尤
爲
宏
遠
。
祇

因
巻
帙
重
大
、
二
百
餘
年
竟
無
刻
本
。
輾
轉
傳
鈔
、
不
無
譌
誤
。
今
爲
刊
行
、
庶
不
泯
作
者
之
辛
苦
、
而
貽
後
學
以
資
糧
矣
。
歳

在
甲
寅
六
月
、
呉
興
劉
承
幹
跋
。（『
歴
代
詩
話
』
八
十
巻
、
呉
景
旭
旦
生
の
撰
な
り
。
旦
生
、
一
に
仁
山
と
号
し
、
帰
安
の
人
、

明
の
諸
生
、
耆
徳
篤
学
な
り
。
前
邱
よ
り
城
内
の
蓮
花
荘
に
移
り
、
堂
を
築
き
て
南
山
と
名
づ
け
る
。
即
ち
趙
子
昂
の
故
宅
な
り
。

旦
生
は
此
に
於
い
て
、
嘯
詠
す
る
こ
と
終
日
、『
南
山
自
訂
詩
』
有
り
。
此
の
書
分
か
ち
て
十
集
為
り
、
十
干
を
以
て
目
と
為
す
。

甲
集
は
六
巻
、
皆
な
三
百
篇
を
論
ず
。
乙
集
は
六
巻
、
皆
な
楚
詞
を
論
ず
。
丙
集
は
九
巻
、
皆
な
賦
を
論
ず
。
丁
集
は
六
巻
、
皆

な
古
楽
府
を
論
ず
。
戊
集
は
六
巻
、
皆
な
漢
魏
六
朝
詩
を
論
ず
。
已
集
は
十
二
巻
、
前
九
巻
は
杜
詩
を
論
じ
、
後
三
巻
は
杜
陵
譜

系
と
為
す
。
庚
集
は
九
巻
、
皆
な
唐
詩
を
論
ず
。
辛
集
は
七
巻
、
皆
宋
詩
を
論
ず
。
壬
集
は
十
巻
、
前
三
巻
は
金
詩
を
論
じ
、
後

七
巻
は
元
詩
を
論
ず
。
癸
集
は
九
巻
、
皆
明
詩
を
論
ず
。
其
の
体
例
は
陳
耀
文
の
『
学
林
就
正
』
に
倣
ひ
、
毎
条
は
各
お
の
標
題

を
立
て
、
先
に
旧
説
を
前
に
引
き
、
後
に
諸
書
よ
り
雑
采
し
て
以
て
相
ひ
考
證
す
。
或
は
其
の
是
を
弁
じ
、
或
は
其
の
異
同
を
参

す
。
或
は
其
の
未
竟
を
引
伸
し
、
或
は
其
の
所
遺
を
補
綴
す
。
皆
な
一
格
を
下
げ
て
之
を
書
す
。
旧
説
の
無
き
所
、
而
し
て
景
旭

自
ら
論
を
立
つ
る
は
、
則
ち
維
だ
本
詩
を
前
に
列
し
、
己
の
意
を
以
て
之
を
発
揮
す
。
皆
な
詩
話
説
部
よ
り
采
る
と
雖
も
、
尽
く
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は
原
書
に
根
柢
せ
ず
。
而
し
て
取
材
繁
富
に
し
て
、
能
く
衆
説
を
以
て
互
相
に
鉤
質
し
、
以
て
其
の
得
失
を
参
考
す
。
已
に
乾
嘉

諸
儒
の
風
気
を
開
け
り
。
名
は
詩
話
と
為
す
と
も
、
意
は
主
に
詩
を
説
く
を
専
ら
に
せ
ず
。『
提
要
』
は
『
漁
隠
叢
話
』
を
以
て
之

に
儗
す
る
も
、
其
の
気
象
は
尤
も
宏
遠
為
る
こ
と
を
覚
ゆ
。
祇
に
巻
帙
の
重
大
な
る
に
因
り
て
、
二
百
余
年
竟
に
刻
本
無
し
。
輾

転
と
し
て
伝
鈔
さ
れ
、
譌
誤
無
か
ら
ず
。
今
刊
行
を
為
す
は
、
作
者
の
辛
苦
を
泯ほ
ろ

ぼ
さ
ず
、
而
し
て
後
学
に
貽の
こ

す
に
資
糧
を
以
て

せ
ん
こ
と
を
庶
へ
ば
な
り
。
歳
は
甲
寅
六
月
に
在
り
、
呉
興
劉
承
幹
跋
す
。）

ま
た
、
か
の
高
名
な
周
作
人
（
一
八
八
五
～
一
九
六
七
）
も
、「
呉
景
旭
、
字
旦
生
、
著
有
『
歴
代
詩
話
』
八
十
卷
、
刻
入
嘉
業
堂
的

『
呉
興
先
哲
遺
書
』
中
、
是
我
所
喜
欢
的
一
種
書
（
呉
景
旭
、
字
は
旦
生
、『
歴
代
詩
話
』
を
撰
し
、
嘉
業
堂
の
『
呉
興
先
哲
遺
書
』
に

収
録
さ
れ
る
。
私
が
好
き
な
本
の
一
冊
で
あ
る
）」
と
、
こ
の
本
の
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
る（
５
）。
以
上
よ
り
す
れ
ば
、『
歴
代
詩
話
』

の
学
術
的
な
価
値
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
認
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二

『
歴
代
詩
話
』
に
対
す
る
評
価
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
前
挙
し
た
呉
景
旭
記
事
の
次
の
一
文
に
注
目
し
た
い
。

又
「
長
恨
歌
傳
」、「
楊
太
真
生
而
有
玉
環
在
其
左
臂
。
環
上
有
墳
起
太
真
二
小
字
、
故
小
名
玉
環
。」（
又
「
長
恨
歌
伝
」
に
、「
楊

太
真
　
生
れ
な
が
ら
に
玉
環
有
り
て
其
の
左
臂
に
在
り
。
環
上
に
墳
起
し
て
太
真
の
二
小
字
有
り
、
故
に
玉
環
を
小
名
と
す
」
と
。）

右
記
の
一
文
は
、
現
存
す
る
陳
鴻
伝
に
よ
る
引
文
で
は
な
い
こ
と
が
ま
ず
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
か
つ
て
は
、
陳
鴻
伝
と
異
な
る
、

も
う
一
篇
の
「
長
恨
歌
伝
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
、『
歴
代
詩
話
』
に
記
さ
れ
る
呉
景
旭
の
考
証
部
分
に
、
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
か
ら
引
用
し
た
部
分
も
存
在
す
る
。
巻
五
十
二

「
幸
驪
山
」
に
、「
長
恨
傳
云
、
天
寶
十
年
避
暑
驪
山
宫
」
と
い
う
用
例
が
み
え
る（
６
）。
篇
名
か
ら
み
る
と
、
こ
の
一
文
は
、『
太
平
広
記
』

巻
四
八
六
所
収
陳
鴻
「
長
恨
伝
」
の
「
天
寶
十
年
、
侍
輦
避
暑
驪
山
宫
」
の
一
文
の
省
略
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
呉
景
旭

の
考
証
文
に
お
い
て
は
、「
長
恨
歌
伝
」
と
陳
鴻
撰
「
長
恨
伝
」
と
い
う
よ
う
に
、
両
文
章
の
篇
名
の
表
示
を
、
意
識
的
に
使
い
分
け
て

い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、『
歴
代
詩
話
』
に
言
及
す
る
新
伝
は
、
ご
く
僅
か
な
一
文
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
果
た
し
て
そ
の
全
文
が
、
今
日

ま
だ
存
在
し
て
い
る
の
か
、
疑
問
が
残
る
。
と
こ
ろ
が
、
手
元
に
整
理
し
た
長
恨
歌
資
料
を
繙
い
て
み
る
と
、
幸
運
に
も
、
そ
の
本
文

が
百
二
十
巻
本
『
説
郛
』
の
巻
百
十
一
下
「
長
恨
歌
伝
」
の
末
尾
に
附
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
本
文
を
翻
字
し
て
標

点
を
加
え
、
以
下
に
記
す（
７
）。

楊
太
真
生
而
有
玉
環
在
其
左
臂
。
環
上
有
墳
起
太
真
二
小
字
、
故
小
名
玉
環
。
馬
嵬
變
後
、
明
皇
朝
夕
思
惟
、
形
神
憔
悴
。
有
道

士
以
少
君
術
求
見
、
上
極
其
寵
待
、
冀
得
復
見
、
即
死
不
憾
。
道
士
出
袖
中
筆
墨
、
索
細
黄
絹
、
誦
咒
呵
筆
、
畫
一
女
人
像
、
若

天
師
所
畫
將
符
、
僅
類
人
形
而
已
。
使
上
齋
戒
懐
之
、
凝
神
定
意
、
想
其
平
日
、
三
日
夜
不
懈
。
道
士
曰
、「
得
之
矣
。」
上
出
像

觀
之
、
乃
真
貴
妃
面
貌
也
。
上
喜
甚
、
道
士
笑
曰
、「
未
也
。」
請
具
五
色
帳
、
結
壇
壁
而
供
之
。
索
十
五
六
聰
慧
端
正
之
女
二
十

四
人
、
齊
聲
歌
子
建
步
虚
詞
。
道
士
復
焚
符
誦
咒
、
吸
煙
呵
像
上
。
次
命
諸
女
一
一
如
方
呵
之
。
至
定
昬
時
、
請
上
自
秉
燭
入
帳

中
。
先
是
、
道
士
以
五
色
石
示
上
、
謂
之
︻
※
缺
字
有
り
︼。
以
少
許
研
極
細
、
和
以
諸
藥
、
令
作
燭
、
外
畫
五
色
花
、
謂
之
還
形
燭
。

上
既
入
、
道
士
命
侍
者
出
、
反
閉
金
扉
、
以
葳
蕤
鎖
鎖
之
。
于
是
太
真
在
帳
中
見
上
、
泣
曰
、「
以
天
下
之
主
、
不
能
庇
一
弱
女
、

何
面
顔
復
見
妾
乎
。
沈
香
亭
下
、
月
中
之
誓
、
何
在
也
。」
上
亦
淚
下
言
、「
馬
嵬
之
變
、
出
于
不
意
。」
其
言
甚
多
、
太
真
意
少

釋
、
與
上
曲
盡
綢
繆
、
勝
于
平
日
。
脱
臂
上
玉
環
、
内
上
臂
。
天
未
明
、
道
士
啟
扉
曰
、「
宜
别
矣
。」
上
出
帳
回
視
、
不
復
更
見
、

惟
玉
環
宛
然
在
臂
耳
。
道
士
具
言
、「
太
真
所
以
尸
解
、
今
見
為
某
洞
仙
。
甚
悉
多
所
秘
。」
道
士
姓
王
、
名
舟
、
不
知
何
許
人
。

要
其
術
過
于
李
夫
人
。
是
邪
非
邪
、
遠
矣
。
此
説
又
與
長
恨
歌
異
。
存
之
備
考
。
玄
虚
子
志
。（
楊
太
真 

生
れ
な
が
ら
に
玉
環
有

り
て
其
の
左
臂
に
在
り
。
環
上
に
墳
起
し
て
太
真
の
二
小
字
有
り
、
故
に
玉
環
を
小
名
と
す
。
馬
嵬
変
の
後
、
明
皇
朝
夕
思
惟
し
、

形
神
憔
悴
す
。
道
士
有
り
て
少
君
の
術
を
以
て
見
え
ん
こ
と
を
求
め
、
上 

其
の
寵
を
極
め
て
待
し
、
冀
こ
い
ね
がふ
に
復
た
見
る
こ
と
を
得

ば
、
即
ち
死
す
と
も
憾
ま
ず
と
。
道
士 

袖
中
の
筆
墨
を
出
し
、
細
黄
絹
を
索
め
、
咒
を
誦
し
筆
を
呵
し
、
一
女
人
像
を
画
け
ば
、

天
師
の
画
く
所
の
将
符
の
若
く
、
僅
か
に
人
形
に
類
す
る
の
み
。
上
を
し
て
斎
戒
し
て
之
を
懐
き
、
神
を
凝
ら
し
意
を
定
め
、
其

の
平
日
を
想
ひ
、
三
日
夜
懈お
こ
たら
ざ
ら
し
む
。
道
士
曰
く
、「
之
を
得
る
や
」
と
。
上 

像
を
出
し
て
之
を
観
れ
ば
、
乃
ち
真
に
貴
妃

の
面
貌
な
り
。
上 

喜
ぶ
こ
と
甚
だ
し
き
に
、
道
士
笑
ひ
て
曰
く
、「
未
だ
し
」
と
。
五
色
の
帳
を
具
へ
、
壇
を
壁
に
結
び
て
之
に

供
ふ
る
を
請
ふ
。
十
五
六
の
聰
慧
端
正
の
女 

二
十
四
人
を
索
め
、
斉
声
し
て
子
建
の
步
虚
詞
を
歌
は
し
む
。
道
士 

復
た
符
を
焚
き
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て
咒
を
誦
し
、
煙
を
吸
ひ
て
像
の
上
に
呵
す
。
次
に
諸
女
に
命
じ
て
一
一
方
の
如
く
之
を
呵
せ
し
む
。
定
昏
の
時
に
至
り
、
上
の

自
ら
燭
を
秉
り
て
帳
中
に
入
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
。
是
よ
り
先
、
道
士 

五
色
石
を
以
て
上
に
示
し
、
謂
之
︻
※
缺
字
有
り
︼。
少
許
を
以

て
極
細
に
研
ぎ
、
和
す
る
に
諸
薬
を
以
て
し
、
燭
を
作
ら
し
め
、
外
に
五
色
花
を
画
き
、
之
を
還
形
燭
と
謂
ふ
。
上 

既
に
入
り
、

道
士 
侍
者
に
命
じ
て
出
で
て
、
金
扉
を
反
閉
し
、
葳
蕤
鎖
を
以
て
之
を
鎖
さ
し
む
。
是
に
于
ひ
て
太
真 

帳
中
に
在
り
て
上
に
見

え
、
泣
き
て
曰
く
、「
天
下
の
主
を
以
て
、
一
弱
女
を
庇
ふ
能
は
ず
。
何
ぞ
顔
を
面
し
て
復
た
妾
を
見
る
や
。
沈
香
亭
の
下
、
月
中

の
誓
、
何
く
に
か
在
る
」
と
。
上
も
亦
た
淚
を
下
し
て
言
ふ
、「
馬
嵬
の
変
は
、
不
意
に
出
づ
」
と
。
其
の
言 

甚
だ
多
く
し
て
、
太

真
の
意 

少
し
く
釈
け
、
上
と
綢
繆
を
曲
尽
す
る
こ
と
、
平
日
に
勝
る
。
臂
上
の
玉
環
を
脱
し
、
上
の
臂
に
内お
さ

む
。
天 

未
だ
明
け
ざ

る
に
、
道
士
扉
を
啓
き
て
曰
く
、「
宜
し
く
别
る
る
べ
し
」
と
。
上 

帳
を
出
で
回
視
す
る
も
、
復
た
更
に
見
ず
、
惟
だ
玉
環
の
宛

然
と
し
て
臂
に
在
る
の
み
。
道
士 

具
に
言
ふ
、「
太
真
の
尸
解
せ
し
所
以
は
、
今
見あ
ら

は
れ
て
某
洞
の
仙
と
為
れ
ば
な
り
。
甚
だ
悉お

多お

く
秘
す
る
所
な
り
」
と
。
道
士 
姓
は
王
、
名
は
舟
、
何
許
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
其
の
術
を
要も
と

め
て
李
夫
人
に
過よ

ぎ
る
。
是

か
非
か
、
遠
き
か
な
。
此
説 

又
た
長
恨
歌
と
異
な
れ
り
。
之
を
存
し
て
考
に
備
ふ
。
玄
虚
子
志
す
。）

三

と
こ
ろ
で
、
現
存
す
る
陳
鴻
伝
を
所
収
す
る
諸
書
籍
の
成
立
時
期
か
ら
み
る
と
、
陳
鴻
伝
の
成
立
は
、
少
な
く
と
も
宋
初
に
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
無
名
氏
が
撰
し
た
伝
は
、
果
た
し
て
い
つ
の
時
代
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

新
伝
の
成
立
時
期
を
探
る
最
大
の
手
か
が
り
は
、
何
よ
り
も
『
説
郛
』
と
い
う
書
物
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
現
存
す
る
『
説

郛
』
の
伝
承
経
緯
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
す
で
に
竹
村
則
行
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、『
説
郛
』
そ
の
も
の
は
元
末
明

初
の
文
人
で
あ
る
陶
宗
儀
の
編
纂
で
あ
る
も
の
の
、
現
存
す
る
「『
説
郛
』
一
百
巻
は
、
後
三
十
巻
が
失
わ
れ
て
い
た
の
を
明
・
弘
治
間

の
文
人
郁
文
博
が
補
訂
し
た
も
の
で
あ
り
、
近
人
張
宗
祥
の
涵
芬
楼
蔵
本
に
基
づ
く
校
補
に
よ
っ
て
、
民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）
に

商
務
印
書
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
く
明
代
に
は
、
や
や
後
の
万
暦
間
の
文
人
で
あ
る
陶
珽
に
よ
る
一
二
〇

が
編
ま
れ
た
が
、

こ
ち
ら
を
『
重
較
（
ま
た
重
校
、
ま
た
重
編
）
説
郛
』
と
呼
び
、
同
編
『
説
郛
続
』
四
十
六
巻
を
附
し
て
刊
行
さ
れ
、
明
清
間
を
通
じ
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て
広
く
通
行
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る（
８
）」。
ち
な
み
に
、
百
巻
本
に
は
該
当
記
事
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
新
伝
が
、

果
た
し
て
陶
宗
儀
に
よ
る
『
説
郛
』
編
纂
当
初
の
章
節
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
即
断
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
の
新
伝
の
存
在
は
、

陶
珽
が
百
二
十
巻
本
『
説
郛
』
を
重
編
し
た
万
暦
年
間
ま
で
に
は
、
間
違
い
な
く
遡
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
伝
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
此
説
又
與
長
恨
歌
異
、
存
之
備
考
、
玄
虚
子
志
」
と
の
一
文
は
、
こ
の
新
伝
の
成
立
時
期

を
探
る
新
た
な
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
の
一
文
か
ら
み
る
と
、
こ
の
「
玄
虚
子
」
と
自
称
す
る
人
も
、
自
分
が
目
に
し
た
「
長
恨
歌
」

単
行
本
の
前
に
附
さ
れ
た
こ
の
新
伝
は
、
あ
ま
り
に
も
「
長
恨
歌
」
の
展
開
と
相
違
し
て
い
る
の
で
、
つ
い
に
こ
の
新
伝
を
、
通
行
本

の
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」（
末
尾
に
白
居
易
「
長
恨
歌
」
を
記
載
）
に
、
附
記
と
し
て
抄
録
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
百
二
十
巻
本
『
説

郛
』
の
該
当
部
分
は
、
あ
る
い
は
こ
の
「
玄
虚
子
」
に
よ
り
残
さ
れ
た
文
献
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
も
推
測
で
き
る
。

さ
て
、
こ
の
「
玄
虚
子
」
は
如
何
な
る
時
代
の
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
明
代
の
文
人
徐

が
撰
し
た
『
徐
氏
筆
精
』
巻
五
「
詩

談
・
徐
貞
一
」
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
事
が
窺
え
る（
９
）。

政
和
徐
貞
一
、
號
玄
虚
子
、
能
詩
。
嘗
過
仙
霞
關
、
關
吏
訝
其
異
服
、
執
之
。
貞
一
瞪
目
不
答
。
吏
繫
之
郵
亭
。
迨
夜
、
紿
守
者

出
、
袖
中
出
大
筆
、
書
二
絶
於
壁
云
、「
一
劍
凌
空
海
色
秋
、
玉
皇
賜
宴
紫
虚
樓
。
醉
來
跨
鶴
須
彌
頂
、
指
㸃
培
塿
見
十
洲
」、「
碧

殿
歌
傳
阿
濫
堆
、
玉
笙
吹
徹
海
桃
開
。
仰
天
一
嘯
江
風
發
、
笑
接
白
雲
歸
去
來
」。
乗
夜
遁
去
、
晨
起
盛
傳
仙
人
至
關
。
走
看
墨

跡
、
不
絶
於
道
。（
政
和
の
徐
貞
一
、
玄
虚
子
と
号
し
、
詩
を
能
く
す
。
嘗
て
仙
霞
関
を
過
ぎ
る
に
、
関
吏
其
の
異
服
を
訝
り
、
之

を
執
ふ
。
貞
一
目
を
瞪
て
答
へ
ず
。
吏 

之
を
郵
亭
に
繋
ぐ
。
夜
に
迨お
よ

び
、
守
者
を
紿あ
ざ
むき
て
出
で
、
袖
中
よ
り
大
筆
を
出
だ
し
、
二

絶
を
壁
に
書
し
て
云
ふ
、「
一
剣 

空
を
凌
ぎ
て 

海
色 
秋
な
り
、
玉
皇
宴
を
賜
ふ 

紫
虚
の
楼
。
酔
ひ
来
た
り
て
鶴
に
跨
る 

須
弥
の

頂
、
培
塿
を
指
点
し
て
十
洲
を
見
る
」、「
碧
殿
の
歌
は
伝
は
る 
阿
濫
堆
、
玉
笙
吹
き
徹
し
て 

海
桃
開
く
。
天
を
仰
ぎ
て
一
た
び
嘯

ぶ
け
ば 

江
風
発
ち
、
笑
ひ
て
白
雲
に
接
し 

帰
り
な
ん
い
ざ
」
と
。
夜
に
乗
じ
て
遁
れ
去
る
。
晨
に
起
き
れ
ば
盛
ん
に
仙
人
の
関
に

至
る
を
伝
ふ
。
墨
跡
を
走
看
す
る
も
の
、
道
に
絶
え
ず
。）

「
政
和
」
と
謂
え
ば
、
北
宋
末
の
徽
宗
の
三
番
目
の
年
号
で
あ
り
、
一
一
一
一
年
か
ら
一
一
一
八
年
ま
で
の
時
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
も
し
こ
の
新
伝
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
玄
虚
子
」
が
、
こ
の
政
和
年
間
の
徐
貞
一
と
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
新
伝
」
が
附

さ
れ
た
「
長
恨
歌
」
単
行
本
は
、
す
く
な
く
と
も
北
宋
末
に
す
で
に
伝
播
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
こ
で
改
め
て
「
玉
奴
」
の
出
典
で
あ
る
蘇
東
坡
「
虢
国
夫
人
夜
游
図
」
詩
の
内
容
を
確
認
し
て
み
よ
う（

（1
（

。
そ
の
全
文
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

佳
人
自
鞚
玉
花
驄
、
翩
如
驚
燕
踏
飛
龍
。
金
鞭
爭
道
寶
釵
落
、
何
人
先
入
明
光
宫
。
宫
中
羯
鼓
催
花
柳
、
玉
奴
絃
索
花
奴
手
。
坐

中
八
姨
真
貴
人
、
走
馬
來
看
不
動
塵
。
明
眸
皓
齒
誰
復
見
、
只
有
丹
青
餘
淚
痕
。
人
間
俯
仰
成
今
古
、
吳
公
臺
下
雷
塘
路
。
當
時

亦
笑
張
麗
華
、
不
知
門
外
韓
擒
虎
。（
佳
人
自
ら
鞚
す
玉
花
驄
、
翩
と
し
て
驚
燕
の
飛
竜
を
踏
む
が
如
し
。
金
鞭
道
を
争
ひ
宝
釵
落

つ
、
何
人
か
先
づ
入
る
明
光
宫
。
宫
中
の
羯
鼓
花
柳
を
催
し
、
玉
奴
は
絃
索
花
奴
は
手
。
坐
中
の
八
姨
真
の
貴
人
、
馬
を
走
ら
し

来
り
看
て
塵
を
動
か
さ
ず
。
明
眸
皓
齒
誰
か
復
た
見
ん
、
只
だ
有
丹
青
に
涙
痕
を
余
す
あ
り
。
人
間
俯
仰
今
古
と
成
る
、
呉
公
台

下
の
雷
塘
の
路
。
当
時
亦
た
笑
ふ
　
張
麗
華
、
知
ら
ず
　
門
外
の
韓
擒
虎
。）

右
記
の
蘇
東
坡
詩
は
、
同
じ
く
宋
代
の
文
人
洪
邁
に
最
も
注
釈
し
に
く
い
一
首
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
理
解
し
難
い
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

し
か
し
こ
れ
は
、
蘇
東
坡
詩
が
元
々
題
画
詩
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
な
い
所
以
で
あ
ろ
う
。
張
萱
（
七
一
三
～
七
五
五
）
が
描
い

た
「
虢
国
夫
人
夜
游
図
」
の
原
本
は
失
わ
れ
た
も
の
の
、
現
在
中
国
の
遼
寧
省
博
物
館
に
宋
徽
宗
趙
佶
の
摹
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
虢

国
夫
人
夜
游
図
」
は
、
玄
宗
が
楊
氏
三
姉
妹
と
出
遊
し
た
こ
と
を
画
い
た
絵
で
あ
る（

（1
（

。
虢
国
夫
人
と
は
、
楊
貴
妃
の
姉
で
裴
氏
の
妻
で

あ
る
。
ま
た
、
蘇
東
坡
詩
中
の
「
八
姨
」
は
秦
国
夫
人
の
こ
と
を
指
す
。
よ
っ
て
、
蘇
東
坡
詩
の
「
玉
奴
」
は
、
間
違
い
な
く
楊
貴
妃

の
こ
と
で
あ
る
。

蘇
東
坡
自
身
が
こ
の
新
伝
を
踏
ま
え
て
右
記
の
「
虢
国
夫
人
夜
游
図
」
詩
を
書
い
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
伝
に
よ
っ

て
宋
版
系
統
本
「
長
恨
歌
」
の
本
文
の
文
字
に
影
響
が
及
ん
だ
可
能
性
が
存
在
す
る
。
す
で
に
呉
景
旭
が
同
じ
「
玉
奴
」
の
記
事
に
示

唆
し
て
い
る
よ
う
に
、「
中
有
一
人
字
太
真
」
の
「
太
真
」
と
は
、
恐
ら
く
こ
の
新
伝
の
影
響
を
う
け
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
ち

な
み
に
、「
中
有
一
人
字
太
真
」
の
「
字
太
真
」
は
、
旧
鈔
本
系
統
本
は
「
名
玉
妃
」
に
作
る（

（1
（

。
宋
刊
本
が
「
玉
妃
」
を
「
太
真
」
に
改

め
た
の
は
、
或
い
は
こ
の
伝
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
伝
は
北
宋
時
代
に
、
長
恨
歌
物
語
の
単
行
本
の

一
本
と
し
て
、
歌
と
共
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
発
見
し
た
新
伝
に
め
ぐ
る
謎
は
、
未
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
「
玄
虚
子
」
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
伝
の
内
容
は
、
長
恨
歌
の
物
語
の
展
開
と
か
な
り
相
違
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
旧
時
の
文
人
が
、
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こ
の
伝
を
「
長
恨
歌
」
と
一
緒
に
読
ん
だ
の
か
。
新
伝
を
め
ぐ
る
更
な
る
詳
細
な
史
料
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
上
の
考
察
は

も
は
や
困
難
で
あ
る
。
但
し
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
こ
の
新
伝
も
、
陳
鴻
伝
と
同
じ
よ
う
に
、
唐
末
宋
初
に
お
け
る
李
楊
故
事
を

演
繹
す
る
大
曲
（
歌
舞
劇
）
の
過
程
で
、
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
だ
と
す
れ
ば
、
伝
の
内
容
は
、
必
ず
し
も
歌
の

内
容
に
拘
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
陳
鴻
伝
は
、
明
清
以
前
の
時
代
に
、「
長
恨
歌
」
の
伝
と
し
て
唯
一
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
ほ
ぼ
断
定
で
き

る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
今
回
に
お
け
る
こ
の
新
伝
の
発
見
は
、
今
後
の
長
恨
歌
研
究
を
見
直
す
際
に
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
に

違
い
な
い
。

注

（
1
）  

日
中
に
お
け
る
長
恨
歌
研
究
に
つ
い
て
は
、
周
相
録
「
中
国
に
お
け
る
『
長
恨
歌
』
研
究
」
と
新
間
一
美
「
わ
が
国
に
お
け
る
『
長
恨

歌
』
の
受
容
に
つ
い
て
」（
両
文
共
に
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
十
号
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）  

こ
れ
に
つ
い
て
、
竹
村
則
行
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
第
一
章
「『
長
恨
歌
』
か
ら
『
長
生
殿
』
に
至
る

楊
貴
妃
故
事
の
変
遷
」
及
び
澤
崎
久
和
『
白
居
易
詩
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
第
一
部
「
Ⅲ
「
長
恨
歌
」
と
「
長
恨
歌
伝
」」

を
参
照
。

（
3
）  

『
詩
話
叢
編
第
一
集
　
歴
代
詩
話
下
』（
世
界
書
局
、
一
九
六
一
年
）
巻
五
十
八
を
参
照
。

（
4
）  

前
揭
注
（
3
）
を
参
照
。

（
5
）  

周
作
人
「
南
堂
詩
抄
」（『
秉
燭
後
談
』
所
収
、
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
6
）  

『
詩
話
叢
編
第
一
集
　
歴
代
詩
話
』（
世
界
書
局
、
一
九
六
一
年
）
巻
五
十
二
を
参
照
。

（
7
）  

『
説
郛
三
種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
及
び
文
淵
閣
影
印
四
庫
全
書
所
収
本
を
参
照
。
な
お
、「
缺
」
字
部
分
の
表
記
は
、

四
庫
全
書
本
に
従
う
。

（
8
）  

竹
村
則
行
『
楊
貴
妃
文
学
研
究
史
』「
十
『
楊
太
真
外
伝
』
の
成
書
に
関
す
る
考
察
―
原
本
『
楊
貴
妃
外
伝
』
か
ら
通
行
本
「
楊
太
真
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外
伝
」
へ
―
」
を
参
照
。

（
9
）  

文
淵
閣
影
印
四
庫
全
書
所
収
『
徐
氏
筆
精
』
を
参
照
。
但
し
、
原
文
は
、「
玄
虚
子
」
を
、
康
煕
帝
（
玄
燁
）
の
諱
を
避
け
る
た
め
「
元

虚
子
」
に
作
る
。
ち
な
み
に
、
同
じ
四
庫
全
書
本
『
全
閩
詩
話
』
巻
六
「
徐
貞
一
」
に
み
え
る
該
当
記
事
は
「
玄
虚
子
」
に
作
る
。

（
10
）  
『
蘇
軾
詩
集
合
注
』
巻
二
十
七
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（
11
）  

『
容
齋
隨
筆
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
巻
十
五
「
注
書
難
」
を
参
照
。

（
12
）  

現
存
す
る
「
虢
国
夫
人
夜
游
図
」
に
関
す
る
紹
介
は
、
矢
田
尚
子
「
唐
代
に
お
け
る
男
装
の
流
行
と
『
虢
国
夫
人
游
春
図
』」（
愛
知
大

学
語
学
教
育
研
究
室
紀
要
『
言
語
と
文
学
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
13
）  

原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
余
觀
詩
中
稱
謂
、
有
不
可
泥
者
。
樂
天
長
恨
歌
云
、
中
有
一
人
字
玉
真
。
荆
公
梅
花
詩
云
、
膚
雪
參
差

是
玉
真
。
則
又
呼
楊
妃
為
玉
真
。」

（
14
）  

旧
鈔
本
「
長
恨
歌
」
と
宋
版
「
長
恨
歌
」
と
の
文
字
異
同
に
つ
い
て
、
神
鷹
德
治
「
紫
式
部
が
読
ん
だ
『
文
集
』
の
テ
キ
ス
ト
―
旧

鈔
本
と
刊
本
―
」（『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
15
）  

拙
稿
「
新
校
『
白
居
易
傳
』
及
『
白
氏
文
集
』
佚
文
彙
考
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
一
〇
年
第
六
期
）、「
日
藏
旧
抄
本
『
長
恨
歌
序
』
真

偽
考
―
兼
論
『
長
恨
歌
』
主
題
及
其
本
文
傳
變
」（『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
七
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）、「『
長
恨
歌
並
序
』

之
歌
辭
結
構
及
傳
本
考
」（『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
十
一
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
刊
行
予
定
）
を
参
照
。

附
記
：  

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（
若
手
研
究
Ｂ
「
日
本
現
存
の
旧
鈔
本
『
文
選
』
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
」
課
題
番
号
：

24720166

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


